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第1章 序 

 近年，非正規雇用労働者は増加傾向にあり，2018 年における非正規雇用労働者は，雇用者の

約 4 割を占め，男女比は約 1 対 2 となっている。バブル崩壊後の 1990 年代半ば～2000 年代半

ばに新卒採用の時期を迎えた就職氷河期世代は，現在，30 代半ばから 40 代半ばに至っている。

同世代（35～44 歳世代）の非正規雇用者は，371 万人で，現在も不本意ながら不安定な仕事に

就いている者が 50 万人となっている（総務省統計局, 2019）。 

 非正規雇用者の労働環境は一般的には良好とは言えず，正規雇用者に比べて，働く時間や転

職等の自由度が高い面はあるものの，キャリア形成やメンタルヘルスに支障をきたしやすい状

況にある。切明（2019）は，若年労働者を対象に，非正規雇用者と正規雇用者のキャリア自律

とメンタルヘルスに関する比較研究を行った。その結果，非正規雇用者は，正規雇用者に比べ

て，仕事の負担は少ない一方，資源に乏しくワーク・エンゲイジメントや仕事満足度も感じら

れていないことが明らかとなった。 

本研究では，中年期の非正規雇用労働者のメンタルヘルスに関して，「仕事の要求度－資源

モデル」（島津, 2015）とキャリア自律の二つの視点から，特徴を検討することを目的とする。

就職氷河期を経て，現在も厳しい現実に直面している中年期非正規雇用者は，若年非正規雇用

者に比べ，仕事の資源やワーク・エンゲイジメントが低く，ストレス反応は高いと考えられる。

特に，不本意な就労の場合にその傾向が強いと考えられる。また，各変数の関係性の視点から

は，仕事の要求度－資源モデルの想定が認められると推測される。 

 

第2章 方法 

 本研究では，桜美林大学研究倫理委員会の承認後，Web 調査会社に調査を委託し，2020 年

4 月末～5 月中旬に Web 調査を行った。対象は，全国の中年期（35～44 歳）非正規雇用者 400

名とし，性別・業種・企業規模について，既存の若年非正規雇用者の割合に可能な限り揃えた。

調査用紙には，新職業性ストレス簡易調査票（川上, 2009）とキャリア自律に関する質問紙（堀

内・岡田, 2009）を用いた。新職業性ストレス簡易調査票は，42 尺度 120 項目，4 件法，キャ

リア自律に関する質問紙は，2 尺度 50 項目，5 件法の調査票である。得点は高得点の場合に良

好な結果となるよう揃えている。Web 調査会社から納品されたデータのうち，逆転項目の含ま

れる尺度に対してすべて同じ回答番号に回答している者については，回答の妥当性が低いと判

断し，無効として除いた。その後，若年非正規雇用者と集団の性質が等質となるように回答数

を揃え，分析対象者を702名（中年期・若年雇用者それぞれ351名）とした（有効回答率87.8％）。 

 

第3章 結果 

 年代による職業性ストレスの差を検討するため，新職業性ストレス簡易調査票の下位尺度に

ついて，対応のない t 検定を行った。その結果，中年期非正規雇用者の方に有意に高得点，す

なわち，より良好な結果が多く認められた。同様に，キャリア自律尺度についても年代による

比較を行った結果，「職場環境への適応」において，中年期非正規は有意に高得点であった。 

 中年期非正規雇用者が，非正規雇用に就いた理由による差を検討するため，性別・年代別に，
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非正規雇用に就いた理由を独立変数とする分散分析を行った。その結果，仕事の資源，ワーク・

エンゲイジメント，活気，満足度において有意差が示され，「正規の職員・従業員の仕事がな

い」場合に有意に低得点，「専門的な技能等をいかせる」場合に高得点であった。 

 中年期非正規雇用者における尺度間の関連を検討するため，相関係数を算出した。主な結果

として，仕事の負担が多い場合，仕事の資源が少なく，ストレス反応が高いという傾向を示す

相関関係が認められた。仕事の資源が多い場合，ポジティブなアウトカムが多く，キャリア自

律が高いという結果も認められた。キャリア自律が高いとワーク・エンゲイジメントも高いと

いう傾向を示す相関係数も認められた。 

 心身の健康，ワーク・エンゲイジメント，キャリア自律を基準変数とする重回帰分析を行っ

た結果，心身の健康を基準変数とした場合は仕事の負担，仕事の資源（部署レベル），ワーク・

エンゲイジメントを基準変数とした場合は仕事の資源（作業レベル，部署レベル，事業場レベ

ル），キャリア自律を基準変数とした場合は仕事の資源（作業レベル）が有意な偏回帰係数を示

し，それらの正負の方向性は仮説を支持する結果となった。 

 

第 4 章 考察 

 本研究では，中年期非正規雇用労働者のメンタルヘルスに関して，仕事の要求度－資源モデ

ルとキャリア自律の 2 つの視点から，その特徴を明らかにすることを目的とし，t 検定，分散

分析，相関分析，および重回帰分析を行った。その結果，中年期非正規雇用者は，若年非正規

雇用者に比し，仕事の負担が少ないことからストレス反応が少なく，仕事の資源に恵まれてい

るため，ワーク・エンゲイジメントや満足度が高く心身の健康も良好であることが明らかにな

った。キャリア・アップや業務に従事する機会に大きな変化はないものの，仕事のやり方を工

夫し，職場に適応的になっている可能性が考えられた。なお，非正規雇用における雇用形態や

労働時間が多様化していることから，今後，非正規雇用を一括りにせず，非正規間の違いに注

目していく視点も必要と考えられる。また，本意就労に比し，不本意就労の場合にメンタルヘ

ルスの不調や満足度が低い傾向が明らかとなった。本意就労においては，全体的に「専門的な

技能等をいかせる」場合に良好な結果が多くみられ，40 代では「家事・育児・介護等と両立し

やすい」場合にも良好な結果が比較的多く認められた。これらのことから，正規雇用を希望す

る非正規雇用労働者の正規雇用化の拡充や，非正規雇用者が有する知識・技術と業務内容のマ

ッチングやワーク・ライフ・バランスの維持に対する支援等が有効である可能性が示唆された。

重回帰分析の結果からは，心身の健康に関しては，仕事の負担だけでなく，部署レベルの仕事

の資源も関係していること，ワーク・エンゲイジメントに関しては，仕事の意義が認識でき自

身の生活に合っていること，キャリア自律に関しては，成長の機会，仕事の意義や裁量権など，

業務内容に直接かかわる要因が関連していることが明らかとなった。 

 仮説の検証という視点からは，中年期非正規雇用者の方が，心身の健康が全体的に良好であ

ることが示され，仮説は支持されなかった。また，不本意就労の場合にメンタルヘルスの不調

や満足度が低い傾向が明らかとなり，仮説は支持されたと考えられる。変数の関係性に関して

は，仕事の要求度－資源モデルに合致する結果が認められ，仮説は支持されたと考えられる。 
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